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米国国務省

在日米国大使館　
資金供与機会の通知の通知

資金供与機会の通知名：　　　FY2020 米国大使館　教育交流留学促進プログラムプログラム
資金供与機会の通知番号：　　Tokyo-PAS-FY20-02-11

申請締切日：　　　　　2020 年 3 月 31 日
CFDA番号：　　　　　19.040 – Public Diplomacy Programs

利用可能総額：　　　　$20,000

A. プログラムについて：について：

米国国務省・在日米国大使館広報・文化交流部は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学で留学の機会に恵まれない日本人学留学の機会に恵まれない日本人学のページ機会に恵まれない日本人学に恵まれない日本人学まれない日本人学の機会に恵まれない日本人学

生の米国留学を支援するのページ米国留学の機会に恵まれない日本人学を支援する支援するする少額助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日プログラムについて：を支援する実施する団体を公募します。米国大使館では、日する団体を公募します。米国大使館では、日を支援する公募します。米国大使館では、日します。米国大使館では、日米国大使館で留学の機会に恵まれない日本人学は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学日

本人のページアメリカ留学をミッションゴールとして推進しています。留学の機会に恵まれない日本人学を支援するミッションゴールとして推進しています。として推進しています。しています。米国大使館では、日

プログラムについて：のページ優先地域：日本

プログラムについて：のページ目標：

今日のページ強固な日米関係は留学をはじめとする人物交流の賜物です。米国留学は、経済的に恵まれたな日米関係は留学をはじめとする人物交流の賜物です。米国留学は、経済的に恵まれたは留学の機会に恵まれない日本人学を支援するはじめとする人物交流のページ賜物で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日米国留学の機会に恵まれない日本人学は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学経済的に恵まれない日本人学まれた
人や、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学もともと米国と何らかのつながりのある人に限られていると思われがちです。米国への留学らかのページつながりのページある人に限られていると思われがちです。米国への留学られていると思われがちです。米国への留学われがちで留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日米国へのページ留学の機会に恵まれない日本人学
費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。したこともあり、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学で留学の機会に恵まれない日本人学留学の機会に恵まれない日本人学を支援するしたいけれども機会に恵まれない日本人学を支援する得られない若者もいます。られない若者もいます。もいます。米国大使館では、日
当大使館で留学の機会に恵まれない日本人学は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学留学の機会に恵まれない日本人学経験を通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国して、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国を支援する向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国させ、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学グローバルとして推進しています。な思われがちです。米国への留学考・視点を身につけ、米国を支援する身につけ、米国につけ、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学米国
へのページ理解を深め、日本に還元できる若者を支援します。このような教育文化プログラムを通して次を支援する深め、日本に還元できる若者を支援します。このような教育文化プログラムを通して次め、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学日本に還元できる若者を支援します。このような教育文化プログラムを通して次で留学の機会に恵まれない日本人学きる若者もいます。を支援する支援するします。米国大使館では、日このページような教育文化プログラムについて：を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国して次
世代を担う人材育成を支援します。を支援する担う人材育成を支援します。う人材育成を支援する支援するします。米国大使館では、日

当大使館は経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学で留学の機会に恵まれない日本人学留学の機会に恵まれない日本人学を支援するしたいけれども機会に恵まれない日本人学を支援する得られない若者もいます。られない日本人学の機会に恵まれない日本人学生の米国留学を支援するのページ米国留学の機会に恵まれない日本人学を支援する支援するする
プログラムについて：を支援する募します。米国大使館では、日集します。申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラします。米国大使館では、日申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラには、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学課題解を深め、日本に還元できる若者を支援します。このような教育文化プログラムを通して次決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラのページためのページアプローチ、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学そのページ影響と効果、プログラと効果、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学プログラ
ムについて：のページ持続性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとを支援する明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとください。米国大使館では、日なお、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラにアメリカ留学をミッションゴールとして推進しています。のページ組織または団体との共同型プログラムをとまたは団体を公募します。米国大使館では、日とのページ共同型プログラムをとプログラムについて：を支援すると
ることが条件となります。となります。米国大使館では、日

参加者もいます。及び聴衆：び聴衆：聴衆：日本人を支援する対象とするとする

B. 連邦資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日のページ交付に関する情報に関する情報

 実施する団体を公募します。米国大使館では、日期間  ：最大 24 カ留学をミッションゴールとして推進しています。月

https://jp.usembassy.gov/education-culture/grants/
https://jp.usembassy.gov/education-culture/grants/


 助成予定件となります。数  ：1～３件となります。（供与額による）

 助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日額  ：最低 5,000 ドルとして推進しています。～最大 20,000 ドルとして推進しています。

 利用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。可能資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日総額  ：20,000 ドルとして推進しています。

 資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日種別  ：2020 年度スミス・ムント広報文化外交供与資金スミス・ムについて：ント広報文化外交供与資金広報文化外交供与資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日

 プログラムについて：開始予定日  ： 2021 年 5 月 31 日以前

 資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与手段の種別のページ種別  ：助成、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学定額交付に関する情報金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学共同契約、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学または個人へのページ助成

 プログラムについて：実施する団体を公募します。米国大使館では、日期間  ：提案されるプログラムは、されるプログラムについて：は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学2 年以内に完了する必要があります。する必要があります。があります。米国大使館では、日

本通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国知は、資金が利用可能であることを条件とします。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日が利用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。可能で留学の機会に恵まれない日本人学あることを支援する条件となります。とします。米国大使館では、日

C. 適格性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとに関する情報

I. 適格な申請者もいます。  

以下の団体は申請対象になります。のページ団体を公募します。米国大使館では、日は申請対象とするになります。米国大使館では、日

o シンクタンク及び聴衆：び聴衆：市民団体を公募します。米国大使館では、日／非政府組織または団体との共同型プログラムをとを支援する含む非営利団体む非営利団体非営利団体を公募します。米国大使館では、日

o 公的及び聴衆：び聴衆：私的教育機関

o 公的国際組織または団体との共同型プログラムをと及び聴衆：び聴衆：政府機関

o 個人

II. 費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。分担う人材育成を支援します。またはマッチング  

費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。分担う人材育成を支援します。は奨励されますが義務ではありません。費用分担は、プログラムの持続性を確保する申請されますが義務で留学の機会に恵まれない日本人学はありません。米国大使館では、日費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。分担う人材育成を支援します。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学プログラムについて：のページ持続性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとを支援する確保する申請する申請

者もいます。のページ計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請やプログラムについて：を支援する成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請させる決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請を支援する示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請すことになります。米国大使館では、日よって、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。分担う人材育成を支援します。のページ算入は、申請は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請

のページ持続性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと評価に当たり考慮されます。に当たり考慮されます。されます。米国大使館では、日

III. そのページ他の資格要件のページ資格要があります。件となります。  

助成を支援する受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（ける資格を支援する得られない若者もいます。るため、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学全ての団体は、固有識別番号（てのページ団体を公募します。米国大使館では、日は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学固な日米関係は留学をはじめとする人物交流の賜物です。米国留学は、経済的に恵まれた有識別番号（Dun & Bradstreet社ののページ DUNS番

号）及び聴衆：び聴衆：助成管理システムについて：(SAM) www.SAM.govSAM) www.SAM.gov) www.SAM) www.SAM.gov.gov のページ登録が有効期限内であることが必要です。こが有効期限られていると思われがちです。米国への留学内で留学の機会に恵まれない日本人学あることが必要があります。で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日こ

れらのページ登録が有効期限内であることが必要です。こに必要があります。な情報は以下の団体は申請対象になります。を支援するご覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、または覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、またはください。米国大使館では、日個人のページ場合には、固有識別番号の取得、またはには、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学固な日米関係は留学をはじめとする人物交流の賜物です。米国留学は、経済的に恵まれた有識別番号のページ取得られない若者もいます。、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学または

www.SAM) www.SAM.gov.gov へのページ登録が有効期限内であることが必要です。こは不要があります。で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日

助成管理システムについて：(SAM) www.SAM.govSAM) www.SAM.gov)のページ除外対象とする者もいます。一覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、またはシステムについて：(SAM) www.SAM.govEPLS)に記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第のページある申請者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学大統領令第

12549号（連邦規則集します。申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ第 3編 1986 Comp. 189 ページ）及び聴衆：び聴衆：第 12689号（連邦規則集します。申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ第 3編

1989 Comp. 235 ページ）「参加資格喪失及び一時停止」を実施する連邦規則集第参加資格喪失及び聴衆：び聴衆：一時停止」を実施する連邦規則集第」を実施する連邦規則集第を支援する実施する団体を公募します。米国大使館では、日する連邦規則集します。申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ第 2編第 180 条

のページ OM) www.SAM.govBガイドラインに従い支援の対象外となります。さらに、い支援するのページ対象とする外となります。米国大使館では、日さらに、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学EPLS に記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第されている団体を公募します。米国大使館では、日は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学

助成契約に基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がにも参加することがで留学の機会に恵まれない日本人学きません。米国大使館では、日全ての団体は、固有識別番号（てのページ申請者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学不適格な団体を公募します。米国大使館では、日が

含む非営利団体まれないよう、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学助成管理システムについて：のページ除外対象とする者もいます。一覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、またはシステムについて：を支援する確認することをお勧めします。することを支援するお勧めします。めします。米国大使館では、日



連邦助成受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（給者もいます。業績・誠実性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと情報システムについて：(SAM) www.SAM.govFAPIIS)

資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与機会に恵まれない日本人学通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国知は、資金が利用可能であることを条件とします。に基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづく連邦助成に関して、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学実施する団体を公募します。米国大使館では、日期間において、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学連邦負担う人材育成を支援します。総額が資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与機会に恵まれない日本人学通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国

知は、資金が利用可能であることを条件とします。に基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづく連邦助成に関する簡易取得られない若者もいます。基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合を支援する上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国回ることが連邦助成機関において見込まれる場合ることが連邦助成機関において見込まれる場合まれる場合には、固有識別番号の取得、または

（第 200.88 条「参加資格喪失及び一時停止」を実施する連邦規則集第簡易取得られない若者もいます。基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合」を実施する連邦規則集第を支援する参照）、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学本セクションで留学の機会に恵まれない日本人学は申請者もいます。に対して次のページ各号を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国知は、資金が利用可能であることを条件とします。する

必要があります。があります。米国大使館では、日

o 連邦助成機関は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学連邦負担う人材育成を支援します。総額が簡易取得られない若者もいます。基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合を支援する上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国回ることが連邦助成機関において見込まれる場合る連邦助成を支援する実施する団体を公募します。米国大使館では、日する前に、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学SAM) www.SAM.gov を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国

じてアクセス可能な、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学指定された業績・誠実性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと情報システムについて：（現FAPIIS）内のページ、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請者もいます。に関

する情報を支援する精査・検討する必要があること（合衆国法典第する必要があります。があること（合には、固有識別番号の取得、または衆国法典第 41編第 2313 条を支援する参照）。米国大使館では、日

o 申請者もいます。はそのページ裁量によって、によって、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学SAM) www.SAM.gov を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国じてアクセス可能な、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学指定された業績・誠実性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと情報シ

ステムについて：内のページ情報を支援する精査し、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学連邦助成機関がそれまで留学の機会に恵まれない日本人学に入は、申請力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国し、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学現在、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学SAM) www.SAM.gov を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国じてアクセス

可能な指定された業績・誠実性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと情報システムについて：内にある自身につけ、米国に関する情報にコメント広報文化外交供与資金することが

で留学の機会に恵まれない日本人学きること。米国大使館では、日

o 連邦助成機関は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学第 200.205 条（連邦助成機関による、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請者もいます。がもたらすリスクのページ評価に当たり考慮されます。）に記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと

載のある申請者は、大統領令第される、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請者もいます。がもたらすリスクを支援する評価に当たり考慮されます。する際には、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請者もいます。によるコメント広報文化外交供与資金を支援する、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学指定された

業績・誠実性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと情報システムについて：内のページそのページ他の資格要件のページ情報と併せて検討し、申請者の誠実性、ビジネス倫理せて検討する必要があること（合衆国法典第し、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請者もいます。のページ誠実性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学ビジネス倫理、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学

連邦助成に基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづく業績のページ記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと録が有効期限内であることが必要です。こに関する判断を行うこと。を支援する行うこと。うこと。米国大使館では、日

D. 申請及び聴衆：び聴衆：提出に関する情報に関する情報

I. 申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ式  

以下の団体は申請対象になります。で留学の機会に恵まれない日本人学必要があります。とされる申請提出に関する情報のページ書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ式はこのページサイト広報文化外交供与資金で留学の機会に恵まれない日本人学入は、申請手で留学の機会に恵まれない日本人学きます：https://
jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

II. 申請のページ内容  

以下の団体は申請対象になります。のページ指示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請すべてに慎重に従ってください。本通知の要件を満たさない提案、または所定に従い支援の対象外となります。さらに、ってください。米国大使館では、日本通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国知は、資金が利用可能であることを条件とします。のページ要があります。件となります。を支援する満たさない提案、または所定たさない提案されるプログラムは、、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学または所定

のページ要があります。件となります。を支援する遵守しない提案は対象外となります。提案では本資金供与機会の最終目標及び目しない提案されるプログラムは、は対象とする外となります。米国大使館では、日提案されるプログラムは、で留学の機会に恵まれない日本人学は本資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与機会に恵まれない日本人学のページ最終目標及び聴衆：び聴衆：目

標を支援する明示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請してください。米国大使館では、日文書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラはすべて英語とします。米国大使館では、日予算はすべて米ドルとして推進しています。とします。米国大使館では、日申請

書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラは、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学M) www.SAM.govicrosoft Word 文書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラで留学の機会に恵まれない日本人学、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学行うこと。間を支援する空けず、けず、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学Times New Romanフォント広報文化外交供与資金・12ポ

イント広報文化外交供与資金、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学余白をを支援する 1インチ、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学ページ番号を支援する付に関する情報けて提出に関する情報してください。米国大使館では、日

以下の団体は申請対象になります。のページ文書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラが必要があります。で留学の機会に恵まれない日本人学す：

o 申請サマリーカ留学をミッションゴールとして推進しています。バーシート広報文化外交供与資金  

o 組織または団体との共同型プログラムをと情報シート広報文化外交供与資金   (SAM) www.SAM.gov個人のページ場合には、固有識別番号の取得、またはは必要があります。なし)

o SF-424  （連邦支援するのページ申請 - 団体を公募します。米国大使館では、日）または

https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/


o SF-424I  （連邦支援するのページ申請 - 個人）

o SF-424A  （非建設関連プログラムについて：のページ予算情報）

o SF-424B  （非建設関連プログラムについて：のページ保する申請証 - 個人のページみ）

o 予算のページ算出に関する情報根拠の説明のページ説明  

o 提案されるプログラムは、（最大 10 ページ）：提案されるプログラムは、には、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学内容になじみのページ薄い人でも申請者の意図が正確い人で留学の機会に恵まれない日本人学も申請者もいます。のページ意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請図が正確が正確

に理解を深め、日本に還元できる若者を支援します。このような教育文化プログラムを通して次で留学の機会に恵まれない日本人学きるよう、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学十分な情報を支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第するものページとします。米国大使館では、日自前のページ書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ式のページ利用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。も可能で留学の機会に恵まれない日本人学

すが、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学下の団体は申請対象になります。記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとのページすべてのページ事項を含むものとします。を支援する含む非営利団体む非営利団体ものページとします。米国大使館では、日

 提案されるプログラムは、のページ要があります。旨：プログラムについて：のページ目標及び聴衆：び聴衆：期待される影響を含め、提案されるプされる影響と効果、プログラを支援する含む非営利団体め、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学提案されるプログラムは、されるプ

ログラムについて：を支援する概説する手短な説明な説明

 申請を支援する行うこと。う団体を公募します。米国大使館では、日または個人のページ紹介：プログラムについて：実施する団体を公募します。米国大使館では、日能力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国を支援する示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請す過去及び聴衆：び聴衆：現

在のページ業務のページ記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第（米国大使館や米国政府機関からこれまで留学の機会に恵まれない日本人学に受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（けたすべて

のページ助成に関する情報を支援する含む非営利団体みます）。米国大使館では、日

 プログラムについて：のページ説明：プログラムについて：のページ必要があります。性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学及び聴衆：び聴衆：このページプログラムについて：が A項を含むものとします。に掲げげ

る目標を支援する達成する方法についてのページ明確、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学正確かつ裏付に関する情報けのページある説明。米国大使館では、日

 プログラムについて：活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が：プログラムについて：活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学及び聴衆：び聴衆：それが A項を含むものとします。に掲げげる目標達成にいか

に役立つかを記載します。つかを支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第します。米国大使館では、日

 スケジュールとして推進しています。と予定表：提案されるプログラムは、された期間内のページ各月のページ活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がやプログラムについて：のページ工程

を支援する示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請す作業計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請的なプログラムについて：のページスケジュールとして推進しています。案されるプログラムは、。米国大使館では、日プログラムについて：活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がのページ期間に

は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学予定される活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が及び聴衆：び聴衆：イベント広報文化外交供与資金のページ日時及び聴衆：び聴衆：場所も記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第します。米国大使館では、日暫定的な情

報も含む非営利団体めてください。米国大使館では、日

 主要があります。人員：プログラムについて：に携わる主要人員の氏名、役職、役割及び経験／資格わる主要があります。人員のページ氏名、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学役職、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学役割及び聴衆：び聴衆：経験を通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国／資格。米国大使館では、日

本プログラムについて：支援するのページために費やされる時間のページ比率は？は？

 プログラムについて：パート広報文化外交供与資金ナー：主要があります。パート広報文化外交供与資金ナー組織または団体との共同型プログラムをと及び聴衆：び聴衆：二次助成受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者もいます。のページ名称／氏

名及び聴衆：び聴衆：関与種別を支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第します。米国大使館では、日

 プログラムについて：のページモニタリング・評価に当たり考慮されます。計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請：これは助成成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請における重に従ってください。本通知の要件を満たさない提案、または所定要があります。な部は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学分

で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日助成のページ全ての団体は、固有識別番号（期間を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国じて、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がが適時に行うこと。われているかを支援する確認することをお勧めします。するため

のページモニタリング方法、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学及び聴衆：び聴衆： A項を含むものとします。に掲げげる目標達成を支援する確認することをお勧めします。するためのページプログラ

ムについて：のページ評価に当たり考慮されます。方法。米国大使館では、日こちらのページテンプレート広報文化外交供与資金を支援するご覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、または利用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。ください

 将来の資金供与または持続可能性のページ資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与または持続可能性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと：助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日交付に関する情報期間を支援する超えてプログラムが継えてプログラムについて：が継
続すること、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学またはそのページ他の資格要件のページ財源の利用可能性に関する申請者の計画（該当のページ利用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。可能性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとに関する申請者もいます。のページ計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請（該当
する場合には、固有識別番号の取得、または）。米国大使館では、日

o 添付に関する情報書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ類
 上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと以外に提案されるプログラムは、するプログラムについて：を支援する支援するする追加のページ人員がある場合には、固有識別番号の取得、またはは、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学1 ペー

ジのページ履歴書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラまたは経歴書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラを支援する添付に関する情報してください。米国大使館では、日
 プログラムについて：パート広報文化外交供与資金ナーがいる場合には、固有識別番号の取得、またはは、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学このページプログラムについて：参加に関するパート広報文化外交供与資金
ナーのページ見解を深め、日本に還元できる若者を支援します。このような教育文化プログラムを通して次を支援する説明するサポート広報文化外交供与資金レターを支援する添付に関する情報してください。米国大使館では、日

 貴団体を公募します。米国大使館では、日が間接費率は？合には、固有識別番号の取得、または意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請契約（NICRA）を支援する有しており、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学NICRA に基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづく支払
が予算に含む非営利団体まれる場合には、固有識別番号の取得、または、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学適用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。されている米国政府機関のページ最新ののページ NICRA のページ写
しを支援する添付に関する情報してください。米国大使館では、日

 プログラムについて：活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がに必要があります。な場合には、固有識別番号の取得、または、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学公式な許可証を支援する添付に関する情報してください。米国大使館では、日

https://japan2.usembassy.gov/pdfs/grants-monitoring-evaluation-plan-toolkit.pdf


III. 必要があります。な登録が有効期限内であることが必要です。こ  

助成へのページ申請を支援する行うこと。うすべてのページ団体を公募します。米国大使館では、日（個人を支援する除きます）はこれらのページ登録が有効期限内であることが必要です。こを支援する行うこと。わなければな

りません。米国大使館では、日

登録が有効期限内であることが必要です。こ・更新のはすべて無料です。で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日

o Dun & Bradstreet社のによる固な日米関係は留学をはじめとする人物交流の賜物です。米国留学は、経済的に恵まれた有識別番号（DUNS番号）

o NCAGE／CAGEコード

o 助成管理システムについて：(SAM) www.SAM.govwww.SAM) www.SAM.gov.gov)のページ登録が有効期限内であることが必要です。こ

ステップ 1： DUNS番号を支援する申請します。米国大使館では、日

DUNS 申請：申請団体を公募します。米国大使館では、日は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学Dun & Bradstreet による汎用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。データ番号付に関する情報けシステムについて：

(SAM) www.SAM.govDUNS）番号が必要があります。で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日未取得られない若者もいます。で留学の機会に恵まれない日本人学あれば、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学http://fedgov.dnb.com/webform  から

取得られない若者もいます。可能で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日このページ申請を支援する完了する必要があります。させる手順にについてはこちらをご覧ください：にについてはこちらを支援するご覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、または覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、またはください：
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

ステップ 2：NCAGE／CAGEコードを支援する申請します。米国大使館では、日

NCAGE／CAGE 申請: 

https://eportal.nspa.nato.int/AC135Public/scage/CageList.aspx. このページ申請を支援する完

了する必要があります。させる 手順にについてはこちらをご覧ください：にについてはこちらを支援するご覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、または覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、またはください：
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

米国内からのページ問合には、固有識別番号の取得、またはせ先電話番号：1-888-227-2423 

米国外からのページ問合には、固有識別番号の取得、またはせ先電話番号：1-269-961-7766 

NCAGE/CAGEコード取得られない若者もいます。に関する問題のページ問合には、固有識別番号の取得、またはせ先 E メールとして推進しています。アドレス：
NCAGE@dlis.dla.mil

注：DUNS と NCAGE/CAGE に届ける団体名と住所の表記は、句読点も含め完全にける団体を公募します。米国大使館では、日名と住所のページ表記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとは、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学句読点を身につけ、米国も含む非営利団体め完全ての団体は、固有識別番号（に

一致しなければなりません。しなければなりません。米国大使館では、日

ステップ 3: 助成管理システムについて：に登録が有効期限内であることが必要です。こします(www.SAM.gov)。米国大使館では、日

NCAGE/CAGEコード取得られない若者もいます。後、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学https://www.SAM) www.SAM.gov.gov  に登録が有効期限内であることが必要です。こしてください。米国大使館では、日SAM) www.SAM.gov

登録が有効期限内であることが必要です。こは毎年更新のが必要があります。で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日このページ申請を支援する完了する必要があります。させる手順にについてはこちらをご覧ください：についてはこちらを支援するご覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、または覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、またはくださ

い：https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

IV. 申請提出に関する情報  

http://www.SAM.gov/
https://eportal.nspa.nato.int/AC135Public/scage/CageList.aspx
http://fedgov.dnb.com/webform
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申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラのページ提出に関する情報期限られていると思われがちです。米国への留学は 2020 年 3 月 31 日午後11時59 分まで留学の機会に恵まれない日本人学で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと全ての団体は、固有識別番号（てのページ書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ類を支援する

添付に関する情報した申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラを支援する、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学TokyoPASGrants@state.gov  まで留学の機会に恵まれない日本人学 1 通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国のページメールとして推進しています。にまとめて提出に関する情報

してください。米国大使館では、日

V. 資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日提供制限られていると思われがちです。米国への留学  

下の団体は申請対象になります。記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとのページ種類のページ案されるプログラムは、件となります。は助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日交付に関する情報のページ対象とする外で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日

o 党派的政治活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がに関するプロジェクト広報文化外交供与資金

o 慈善または開発活動または開発活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が

o 建設プロジェクト広報文化外交供与資金

o 特定のページ宗教活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がを支援する支援するするプロジェクト広報文化外交供与資金

o 資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日調達キャンペーン

o 特定のページ法案されるプログラムは、またはプロジェクト広報文化外交供与資金に向けたロビー活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が

o 科学の機会に恵まれない日本人学研究

o 団体を公募します。米国大使館では、日のページ成長または組織開発を主要な目的としたプロジェクトまたは組織または団体との共同型プログラムをと開発を支援する主要があります。な目的としたプロジェクト広報文化外交供与資金

o 私的利用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。のページためのページ資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日を支援する求めるプロジェクトめるプロジェクト広報文化外交供与資金

o 参加料です。を支援する必要があります。とするプロジェクト広報文化外交供与資金

E. 申請審査に関する情報

I. 基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合  

各申請は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学下の団体は申請対象になります。記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとのページ評価に当たり考慮されます。基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合に基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづき評価に当たり考慮されます。されます。米国大使館では、日

o プログラムについて：のページ構想の質及び実現可能性－のページ質及び聴衆：び聴衆：実現可能性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと－25ポイント広報文化外交供与資金：プログラムについて：のページ構想の質及び実現可能性－が良くく

練られており、プロジェクト活動の実行方法が詳述されていること。提案には合られており、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学プロジェクト広報文化外交供与資金活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がのページ実行うこと。方法が詳述されていること。提案には合されていること。米国大使館では、日提案されるプログラムは、には合には、固有識別番号の取得、または

理的な実行うこと。スケジュールとして推進しています。が記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第されていること。米国大使館では、日

o 団体を公募します。米国大使館では、日のページ能力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国及び聴衆：び聴衆：過去のページ助成記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと録が有効期限内であることが必要です。こ－25ポイント広報文化外交供与資金：団体を公募します。米国大使館では、日が所定分野における専門知における専門知は、資金が利用可能であることを条件とします。

識を支援する有しているとともに、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学連邦資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日のページ管理システムについて：を支援する団体を公募します。米国大使館では、日内に備えていること。えていること。米国大使館では、日

これには、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学財務管理システムについて：及び聴衆：び聴衆：銀行うこと。口座が含まれる。が含む非営利団体まれる。米国大使館では、日

o プログラムについて：のページ計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請／目標達成能力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国－15ポイント広報文化外交供与資金：最終目標及び聴衆：び聴衆：目標が明確に記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと

載のある申請者は、大統領令第されており、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学提案されるプログラムは、される結果を支援する達成するうえで留学の機会に恵まれない日本人学最大限られていると思われがちです。米国への留学のページ影響と効果、プログラを支援するもたらす可能性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと

が高いプログラムについて：のページアプローチが採られていること。られていること。米国大使館では、日

o 予算－10ポイント広報文化外交供与資金：予算のページ算出に関する情報根拠の説明が詳細であること。費用が活動案及び期待で留学の機会に恵まれない日本人学あること。米国大使館では、日費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。が活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が案されるプログラムは、及び聴衆：び聴衆：期待される影響を含め、提案されるプ

される結果とのページ関連において合には、固有識別番号の取得、または理的で留学の機会に恵まれない日本人学あること。米国大使館では、日予算が現実的で留学の機会に恵まれない日本人学あり、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が案されるプログラムは、達

成のページために必要があります。なすべてのページ費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。のページ明細であること。費用が活動案及び期待を支援する明らかにしていること。米国大使館では、日

o モニタリング及び聴衆：び聴衆：評価に当たり考慮されます。計画やプログラムを成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請－15ポイント広報文化外交供与資金：申請者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学主要があります。指標に対するプログ

ラムについて：のページ成功させる決意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請を支援する測る能力を示すとともに、提案において概説された最終目標に対する能力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国を支援する示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請すとともに、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学提案されるプログラムは、において概説された最終目標に対す

る進しています。捗を示すためのマイルストーンを提示していること。プログラムには活動・を支援する示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請すためのページマイルとして推進しています。スト広報文化外交供与資金ーンを支援する提示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請していること。米国大使館では、日プログラムについて：には活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が・

mailto:TokyoPASGrants@state.gov


成果指標を支援する含む非営利団体み、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学これらがどのページ時点を身につけ、米国で留学の機会に恵まれない日本人学どのページようにして測る能力を示すとともに、提案において概説された最終目標に対す定されるかが示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請されてい

ること。米国大使館では、日

o 持続可能性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと－10ポイント広報文化外交供与資金：プロジェクト広報文化外交供与資金活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体ががプロジェクト広報文化外交供与資金終了する必要があります。後もプラスのページ

影響と効果、プログラを支援する継続するものページで留学の機会に恵まれない日本人学あること。米国大使館では、日費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。分担う人材育成を支援します。はここで留学の機会に恵まれない日本人学考慮されます。される。米国大使館では、日

II. 審査・選考プロセス  

助成審査委員会に恵まれない日本人学は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学対象とするとなる申請すべてのページ審査・評価に当たり考慮されます。を支援する行うこと。い、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日提供のページ基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合に

基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづき、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学最高得られない若者もいます。点を身につけ、米国のページ申請を支援する選考します。米国大使館では、日委員会に恵まれない日本人学のページ選考結果は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学全ての団体は、固有識別番号（てのページ申請者もいます。に 2020 年

9 月 30 日まで留学の機会に恵まれない日本人学にメールとして推進しています。で留学の機会に恵まれない日本人学通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国知は、資金が利用可能であることを条件とします。されます。米国大使館では、日

F. 連邦助成管理に関する情報

I. 連邦交付に関する情報通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国知は、資金が利用可能であることを条件とします。  

助成契約または協同契約は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ面により、助成金担当官により署名され、交付され、管により、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日担う人材育成を支援します。当官により署名され、交付され、管により署名され、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学交付に関する情報され、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学管

理されるものページとします。米国大使館では、日助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日授与契約は授権文書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラで留学の機会に恵まれない日本人学あり、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学確認することをお勧めします。及び聴衆：び聴衆：署名のページために E

メールとして推進しています。にて受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者もいます。に提供されます。米国大使館では、日受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日担う人材育成を支援します。当官により署名され、交付され、管が署名した助成文書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラに示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請さ

れた開始日まで留学の機会に恵まれない日本人学のページ間、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学プログラムについて：費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。のページ支出に関する情報を支援する開始することはで留学の機会に恵まれない日本人学きません。米国大使館では、日

提案されるプログラムは、が資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与対象とするとして選出に関する情報された場合には、固有識別番号の取得、または、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学国務省は将来の資金供与または持続可能性さらなる資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与を支援する行うこと。う義務

を支援する負いません。米国大使館では、日供与資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日を支援する増額し、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学または実施する団体を公募します。米国大使館では、日期間を支援する延長または組織開発を主要な目的としたプロジェクトするためのページ交付に関する情報のページ更新のは、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学国

務省のページ裁量によって、によります。米国大使館では、日

資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日供与機会に恵まれない日本人学通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国知は、資金が利用可能であることを条件とします。のページ交付に関する情報は米国政府側の助成交付の約束を構成するものではなく、またのページ助成交付に関する情報のページ約束を構成するものではなく、またを支援する構成するものページで留学の機会に恵まれない日本人学はなく、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学また

提案されるプログラムは、のページ作成及び聴衆：び聴衆：提出に関する情報に要があります。する費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。のページ支払を支援する米国政府に義務付に関する情報けるものページで留学の機会に恵まれない日本人学もありません。米国大使館では、日

さらに、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学米国政府は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（け付に関する情報けた一切の提案を拒絶する権利を留保します。のページ提案されるプログラムは、を支援する拒絶する権利を留保します。する権利を支援する留保する申請します。米国大使館では、日

II. 支払方法  

個人または団体を公募します。米国大使館では、日としてのページ受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（取人は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学必要があります。時にプログラムについて：のページマイルとして推進しています。スト広報文化外交供与資金ーンに合には、固有識別番号の取得、またはわせて、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学

前払い又は払い戻し請求用書式は払い戻し請求用書式し請求めるプロジェクト用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ式      SF-270      により支払いを支援する請求めるプロジェクトします。米国大使館では、日

III. 管理及び聴衆：び聴衆：国家施する団体を公募します。米国大使館では、日策上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国のページ要があります。件となります。  

約款：申請者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学本助成に適用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。のページあるすべてのページ条件となります。及び聴衆：び聴衆：必要があります。な証明を支援する満たさない提案、または所定たすことを支援する確認することをお勧めします。

するため、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請を支援する行うこと。う前にこれらすべてを支援する確認することをお勧めします。します。米国大使館では、日これには、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学連邦規則集します。申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ第      2      編第  

200      条  、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学連邦規則集します。申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ第      2      編第      600      条  、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学並びに国務省標準約款（すべてこちらび聴衆：に国務省標準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合約款（すべてこちら https://

https://www.state.gov/about-us-office-of-the-procurement-executive/


www.state.gov/about-us-office-of-the-procurement-executive/.で留学の機会に恵まれない日本人学参照可能）が

含む非営利団体まれます。米国大使館では、日

注：助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学標準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合約款における米国に関するブランディング及び聴衆：び聴衆：マーキング要があります。

件となります。に留意を示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請してください。米国大使館では、日国務省により一部は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学または全ての団体は、固有識別番号（額資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日が提供される全ての団体は、固有識別番号（てのページプログラ

ムについて：、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学プロジェクト広報文化外交供与資金、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学支援する活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がは、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学海外においてサイズ及び明確性において米国標準国旗及び聴衆：び聴衆：明確性を明記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとにおいて米国標準を上回ることが連邦助成機関において見込まれる場合国旗

と同等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示することが国務省にのページ（または大きな）ロゴもしくは同一のページマークで留学の機会に恵まれない日本人学適切の提案を拒絶する権利を留保します。に表示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請することが国務省に

より義務付に関する情報けられています。米国大使館では、日全ての団体は、固有識別番号（てのページ広告宣伝及び聴衆：び聴衆：プロモーション資料です。（パンフレット広報文化外交供与資金、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学

ポスター、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学ウェブサイト広報文化外交供与資金など）は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学米国政府または米国大使館のページスポンサーシップまた

はパート広報文化外交供与資金ナーシップを支援する、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学米国大使館のページロゴと共に米国国旗で留学の機会に恵まれない日本人学明確に示すことになります。よって、費用分担の算入は、申請さなければなりま

せん。米国大使館では、日国旗やロゴはこちらで留学の機会に恵まれない日本人学入は、申請手で留学の機会に恵まれない日本人学きます：https://brand.america.gov/.  

IV. 報告  

報告要があります。件となります。：受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（領者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学財務及び聴衆：び聴衆：プログラムについて：報告のページ提出に関する情報が必要があります。で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日これらのページ報告書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラのページ提

出に関する情報頻度スミス・ムント広報文化外交供与資金は助成文書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラに規定されます。米国大使館では、日

G. 連邦助成機関へのページ問合には、固有識別番号の取得、またはせ

助成申請プロセスについて不明な点を身につけ、米国があれば、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学TokyoPASGrants@state.gov  まで留学の機会に恵まれない日本人学英語で留学の機会に恵まれない日本人学ご覧ください。個人の場合には、固有識別番号の取得、または連絡くく

ださい。米国大使館では、日

さらなる資料です。及び聴衆：び聴衆：情報、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学質問や回ることが連邦助成機関において見込まれる場合答は、米国大使館のウェブサイトに掲載されます：は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学米国大使館のページウェブサイト広報文化外交供与資金に掲げ載のある申請者は、大統領令第されます：https://
jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/.

H.そのページ他の資格要件のページ情報

I. 予算のページ算出に関する情報根拠の説明に関するガイドライン  

o 人件となります。費と付に関する情報加給付に関する情報

プログラムについて：において直接、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学申請者もいます。のページために働く常勤・臨時職員への賃金、給与及く常勤・臨時職員へのページ賃金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学給与及び聴衆：

び聴衆：給付に関する情報、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学並びに国務省標準約款（すべてこちらび聴衆：にプログラムについて：に割かれる当該職員のページ時間のページ割合には、固有識別番号の取得、またはを支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第します。米国大使館では、日

o 交通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国費

本プログラムについて：に関するスタッフ、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学コンサルとして推進しています。タント広報文化外交供与資金、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学スピーカ留学をミッションゴールとして推進しています。ー、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学参加者もいます。／受ける資格を得るため、全ての団体は、固有識別番号（益者もいます。

のページ交通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国費及び聴衆：び聴衆：日当を支援する見積ります。プログラムに海外渡航が含まれる場合、かかるります。米国大使館では、日プログラムについて：に海外渡航が含まれる場合、かかるが含む非営利団体まれる場合には、固有識別番号の取得、または、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学かかる

渡航が含まれる場合、かかるのページ根拠の説明のページ簡単な説明を添えます。な説明を支援する添えます。米国大使館では、日

o 設備えていること。機器

耐用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。年数が 1 年を支援する超えてプログラムが継える（または本プログラムについて：期間よりも長または組織開発を主要な目的としたプロジェクトい耐用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。年数のページ）、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学1

台あたりの費用があたりのページ費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。が 5,000 ドルとして推進しています。以上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国のページプログラムについて：に必要があります。な機械、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学家具またはそのまたはそのページ

他の資格要件のページ動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体が産を記載します。を支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第します。米国大使館では、日

https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://jp.usembassy.gov/ja/education-culture-ja/grants-ja/
https://brand.america.gov/
https://www.state.gov/about-us-office-of-the-procurement-executive/
mailto:TokyoPASGrants@state.gov


o 消耗品

プログラムについて：に必要があります。な、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学コンピュータ機器を支援する含む非営利団体む非営利団体すべてのページ物品及び聴衆：び聴衆：資材を支援する列記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとしま

す。米国大使館では、日1台あたりの費用があたりのページ費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。が 5,000 ドルとして推進しています。を支援する超えてプログラムが継える物のページ場合には、固有識別番号の取得、または、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学「参加資格喪失及び一時停止」を実施する連邦規則集第設備えていること。機器」を実施する連邦規則集第のページ予算に

入は、申請れます。米国大使館では、日

o 契約関連

申請者もいます。がベンダーとのページ契約を支援する通して、英語力を向上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国じて取得られない若者もいます。する予定のページ商品及び聴衆：び聴衆：サービスを支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第しま

す。米国大使館では、日また、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学プログラムについて：活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がのページ実施する団体を公募します。米国大使館では、日に有用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。な非営利のページパート広報文化外交供与資金ナーへのページ二次助成があ

る場合には、固有識別番号の取得、またはにはこれも記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第します。米国大使館では、日

o そのページ他の資格要件のページ直接費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。

プログラムについて：に直接関連するそのページ他の資格要件のページ費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。で留学の機会に恵まれない日本人学、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学他の資格要件のページカ留学をミッションゴールとして推進しています。テゴリーにもなじまないものページ

を支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをと載のある申請者は、大統領令第します。米国大使館では、日例として、資材・機器の送料や該当する税金があります。「そのとして、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学資材・機器のページ送料です。や該当する税金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日があります。米国大使館では、日「参加資格喪失及び一時停止」を実施する連邦規則集第そのページ

他の資格要件費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。」を実施する連邦規則集第または「参加資格喪失及び一時停止」を実施する連邦規則集第雑費」を実施する連邦規則集第はすべて、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学明細であること。費用が活動案及び期待を支援する記ください。なお、申請書にアメリカの組織または団体との共同型プログラムをとして説明します。米国大使館では、日

o 間接費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。

間接費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学組織または団体との共同型プログラムをと運営を支援する維持するために必要があります。な間接費等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示することが国務省に、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学プログラムについて：活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がに直接

関連付に関する情報けられない費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。で留学の機会に恵まれない日本人学す。米国大使館では、日貴団体を公募します。米国大使館では、日が NICRA を支援する有しており、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学NICRA に基づくいかなる活動にも参加することができません。全ての申請者は、不適格な団体がづく

支払が予算に含む非営利団体まれる場合には、固有識別番号の取得、または、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学最新ののページ NICRA のページ写しを支援する添付に関する情報してください。米国大使館では、日これま

で留学の機会に恵まれない日本人学に NICRA を支援する行うこと。ったことのページない団体を公募します。米国大使館では、日は、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学連邦規則集します。申請書には、課題解決のためのアプローチ、その影響と効果、プログラ第 2編第 200.68 条に定義

される修正直接費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。総額のページ 10％を支援する上させ、グローバルな思考・視点を身につけ、米国限られていると思われがちです。米国への留学とする間接費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。を支援する要があります。求めるプロジェクトすることがで留学の機会に恵まれない日本人学きま

す。米国大使館では、日

o 費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。分担う人材育成を支援します。

費用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。分担う人材育成を支援します。とは、経済的理由で留学の機会に恵まれない日本人学在日米国大使館以外のページ団体を公募します。米国大使館では、日またはそのページ他の資格要件のページ組織または団体との共同型プログラムをとからのページ資金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日拠の説明出に関する情報を支援する

いいます。米国大使館では、日ボランティアのページ時間や提供される場所等の（または大きな）ロゴもしくは同一のマークで適切に表示することが国務省にのページ現物拠の説明出に関する情報もこれに含む非営利団体まれま

す。米国大使館では、日

o 酒類

助成金プログラムを実施する団体を公募します。米国大使館では、日を支援する酒類に使用が高騰したこともあり、経済的理由で留学をしたいけれども機会を得られない若者もいます。することはで留学の機会に恵まれない日本人学きません。米国大使館では、日


